






要約  エンザイムイムノアッセイを用いたマススクリーニング検査における内部精度管理

の方法として、標準試料・管理検体を用いた方法や患者データを用いた方法などが利用さ

れている。このうち患者データを用いた方法は、多量の試料を同時に測定する大規模施設

において有用であるが、一度に処理する検体が少ない小規模施設では統計上同様の処理か

困難である。そこで、小規模施設における内部精度管理の方法として、多数検体の再検査

をおこない前回値と再検値での変動をもとに内部精度管理をおこなう方法を考案した。こ

の方法により管理検体を用いた方法ではとらえることが困難な毎回の測定内変動とプレー

ト間の測定間変動を鋭敏にとらえることができた。


